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都市と地方双方の良さを活かした働き方、
暮らしの楽しみ方、情報収集など、デジタ
ル技術の進展により選択肢が増えた一方、
ITリテラシーの格差の影響を懸念。

難局を乗り越えるには、今こそ一律支援で
はなく挑戦を後押しする地域づくりが必要。

地域内消費の喚起は、一層強化が必要。
観光も「多核連携型」の展開を目指すべき
だろう。もっと市民を頼って良いと思う。

モノを売るのにオンラインでは差別化が難
しい。「物語を売る」には、現場や現物の
実感も大切でデジタルとのバランスが重要。

ウイルス感染症との闘いは、コロナ後も
きっと続く。大きな社会変化はビジネス
チャンスだと捉えるべきだ。

Afterコロナの経済社会に向けた
袋井における成長戦略は…

2020.7.7 ＠袋井新産業会館「キラット」

創生会議ふくろい部会

大学のリモート学習にも限界があり、
「キャンパスに戻りたい」という学生が
多い。デジタル化がもたらす無縁社会へ
の懸念など人と人のコミュニケーション
（顔の見える関係）が再評価されており、
人との出会いの場づくりが必要。

都市集中から地方分散型社会への動きを
しっかり捉えた対応が必要。

官民のこれまでの常識や前提が大きく変
わった。リモートワークの加速や国内へ
の生産拠点回帰等の流れに袋井の特性を
考慮しつつ、適切に対処する必要がある。

ターゲットを明確にして観光や飲食施設
などのオープンエア化など３密対策を実
施した空間の創造が必要。
メッセージ性のある取組が重要。

本市の人口は88,316人［R2.4.1現在、前
年対比95人増］で人口ビジョンで設定した
目標人口を1,316人上回っている。

合計特殊出生率は「1.67」となり、前年よ
り0.12ポイント減少。若年女性人口の減少
と重なり出生数も前年比64人の減となった。

高齢化率は「23.9％」で県内23市で最も
若いまちで、県内で人口が増加している自
治体は、本市を含む２市１町のみ。

観光交流客数は500万人に迫り、過去最高
を達成したほか、製造品出荷額もリーマン
ショック前を上回る水準まで回復。

各取組の指標を踏まえ、第１期総合戦略の
総括は「概ね順調」と評価。

主な意見（afterコロナの経済社会に向けた成長戦略）(地方創生の進捗状況）



輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生会議［ふくろい部会］メンバー

株式会社杏林堂薬局 代表取締役 青 田 英 行 袋井市観光協会 会 長 谷 敦

Realabo（食と子育てを楽しむサークル） 代 表 足 立 美 和 袋井商工会議所 顧 問 豊 田 富 士 雄

宗教法人法多山尊永寺 住 職 大 谷 純 應 静岡産業大学 経営学部 学 部 長 丹 羽 由 一

日本貿易振興機構（JETRO浜松） 所 長 志 牟 田 剛 静岡理工科大学 学 長 野 口 博

株式会社THE BLUE OCEAN 代表取締役 竹 原 興 紀 学校法人山名学園 山名幼稚園 理 事 長 諸 井 理 恵


